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建築例集／一般社団法人日本建設業連合会ࣝࣈࢼࢸࢫࢧ

※本例ࢺ࣮ࢩおよび記載内容の次利用を禁止しࡲす

Q3. 1.

Q3. 2.

Q3. 3.

生物環境の保全と創出㸦外構緑化、地域の郷土種への配慮、㔝生ᑠ動物の生息域の確保㸧

植栽、歴史性の継ᢎ㸧ࡿ景観への配慮㸦地域性のあ࣭ࡳちなࡲ

地域性･メࢸࢽへの配慮㸦散策路、緑地帯㸧

LR1.3. 設備ࢸࢫࢩンの高効率化㸦高効率給湯器、LE）照明㸧

LR2.2.

LR3.2.

非再生性資源の使用㔞削減㸦自然石の再利用、既存樹木の移植㸧

地域環境への配慮㸦地域環境を考慮した配置計画㸧
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A. 環境配慮ࢨࢹン B. 省エネ࣭省（O2ᢏ術 （. 各種制度活用 ）. 評価ᢏ術／FB

E. ࣝュ࣮ࢽࣜ F. 長ᑑ命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産࣭施工との連携

I. 周辺࣭地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他
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自己評価

■原風景への再生

敷地周辺ࡣ田園都市線手前ࡢ࡛ࡲ丘陵地࡛古地ᅗࢀࡼ

ࡘ人工的江戸時代ࡣ雑木林ࡢこࠋたࡗ雑木林࡛あࡤ

くࠊࢀࡽ燃料ࡢ薪や落葉ࡿࡼ堆肥を生ࡳ出࡚ࡋいたࠋ

こࡢ場所ࡢ原風景࡛あࡿ雑木林をࢨࢹイン取ࡾ入ࡿࢀ

こを࣐࣮ࢸ近隣周辺地域ࡢ一体化をᅗࡗた事業࡛

あࠋࡿ

発注者 ୕菱地所ࣞࢹࢪンࢫ株式会社

設計･監理 株式会社ࢪࣇタ一級建築士務所

㻲ujita 㻯orporation

施工 株式会社ࢪࣇタ横浜支店

The 㻼arkｈouse 㻭zaminoittyoume

所在地 神奈川県横浜市

竣工年 2019年

敷地面積 8,647㎡

延床面積 10,653㎡

構造 R（造一部S造

階数 地ୗ1階、地ୖ3階

■環境への配慮

舗装面ࡢ一部透水性舗装を採用ࠊࡋ水循環へࡢ配慮ࡋたࠋ

開発時ࡢ発生ᮦࡢ有効活用ࠊ࡚ࡋ発生ࡋた自然石を景石࡚ࡋ

緑地内再利用ࠊࡋ既存樹木を移植ࡋ活用ࡋたࠋ

外来生物対ࡿࡍ対策ࠕࠊ࡚ࡋ特定外来生物ࠖやࠕ要注意外来

生物ࠖ対࣮ࣝࣝࡿࡍや࣐ニࣗアࣝを整備ࠊ࡚ࡋ居ఫ者及び管理

関係者周知ࠊࡋ外来生物侵入ࢀࡉた場合ࠊ地方公共団体や

専門家連携࡚ࡋ防除を行う体制を作ࡗたࠋ

設計担当者

統括࣭建築：神田信孝／構造：十嵐修／設備：河野良典ࠊᮧ田峻平／

イン監修：野生司環境設計ࢨࢹ 野生司義ගࠊ伊東俊之ࠊ道ᮧ賢治ࠊ田澤哲／

ࣛン࣮ࢣࢫࢻプ：関東学院大学 准教授 中津秀之

■周辺環境と調和した計画(生態系ネッࢺワ࣮ࢡの創出)

植栽計画を行うあたࠊࡾ文献や周辺ࡢ自然環境や土地

緑地をࡢ最大ࡢ本物件ࠊ調査を行いࡿࡍ関立ちࡾ成ࡢ

構成࡚ࡋいࡿ樹木や草本ࡢ半分以ୖを在来種ࠊࡋ地域

ࠋたࡗ創出をᅗࡢた植生ࡋࡊ根

生ࡁ物ࡢいࡿ豊࡞緑地ࡢ創出࡚ࡗࡼ地域ࡢ生態系

貢献ࡘࠊࡋఫ環境ࡢ࡚ࡋ快適ࡉを両立ࡿࡍこを目

指ࠊࡋ[鳥類がࣗࢪࢩウࠊࣛ࢝[蝶類がࣖࠊ࣑ࢪࢩࢺ࣐キࢳ

ョウࠊクࣟアࢤハ等ࡢ誘致を目標࡚ࡋ現地調査を行いࠊ

結果基࡙い࡚食草や食樹ࠊ吸蜜植物ࡢ配置࡞効果的

ࡍ対生育場所や移動経路ࡢ動物ࠋたࡗ植栽配置を行࡞

ンゴࢲࡢ敷地内ࠊ植物を植えࡿ࡞ࡢ花や実࡚ࡋ配置ࡿ

地ࡘ保地ୖ性生物や土壌環境を良好ࡢ等ࢬ࣑࣑やࢩ࣒

中ࡢ微生物等ࡢ生育環境配慮ࠊࡋそࡢ隠ࢀ家や産卵場

所ࡼࡿ࡞う落ち葉溜ࡵを設置ࠊ管理用通路ࡢ一部を緑

地を分断࡞ࡋいࡼう飛び石ࢬ࣑࣑ࠊ࡚ࡋやࣛࢣ࢜等

うࡼࡿࡁ࡛ࡀ来ࡁ行緑地ࡢ周ᅖࡀ土中ᑠ動物や昆虫ࡢ

生息場所を確ࠊ他ࠋたࡋた計画ࡋ土壌を生ࠊࡋ

保ࡿࡍたࡢࡵ取ࡾ組ࠊ࡚ࡋࡳప灌木を多く配置ࡿࡍこ

生息ࡢ地中ᑠ動物ࠊせࡲ込ࡾ落葉を入樹ୗࡢそࠊ࡛

環境ࡢ安定をᅗࡗたࠋప灌木や地被類を多用ࡋ裸地を少

植栽帯へࡢ管理者ࠋ繁茂を軽便ࡢ雑草ࠊ࡛こࡿࡍく࡞

こࡍく࡞をࡵ固ࡳ踏ࡢ土ࠊࡋく࡞機会を少ࡢࡾ立ち入ࡢ

ࠋࡿい࡚ࡗ安定化をᅗࡢ生息環境ࡢ地中ᑠ生物ࠊ࡛

ンの継ᢎࣛࣉࡾちづくࡲ■

あࡳࡊ野駅ࠊࡽ歩道ࡢ整備ࢀࡉた駅ࡢࡽアプ࣮ࣟࠊࢳ青葉区

ࡲᅖ緑ࠊ前面道路を経࡚ࡿい࡚ࢀࡉ指定ワ࣮クࢺネッࡢ緑ࡢ

プࣛࡾち࡙くࡲࠊࡋ⥆を接ࢳたアプ࣮ࣟࡋࢪた雑木林をイ࣓࣮ࢀ

ンを⥅承ࡋた散策路を創出࡚ࡋいࠋࡿ

エンࣛࢺン࣮ࣟࣉࢫチ

計画図

周辺環境調査報告書

敷地内広場

ᑟࡁの壁 ࣛウンࢪ 自然景石を利用したࢹッ࢟

ࡾࡀンとの繋ࣛࣉࡾちづくࡲ

外観

敷地内散策路

■自然の中の別荘風景

アプ࣮ࣟࡾࡼࢳ⥆く風除室࣭エンࣛࢺンࢫホ࣮ࣝࡣ天然木を使

用ࡠࠊࡋくࡾࡶを感ࠕࡿࡌᑟࡢࡁ壁ࠖを配置ࠊࡋそࡢඛࡢ高天

ࠋ誘うへࢪウンࣛ࡞開放的ࡢ

ࣛウンࣛࡣࢪン࣒ࢲ浮遊ࡿࡍ球体を配置ࣜࠊࡋゾ࣮ࢺ感ࡢあ

再生࡞気ࡋた楽ࡋベ࡛ࣝ構成ࣞ࡞様々ࠊࡋ空間を演出࡞立体的ࡿ

木ࢹッキへ抜け࡚いく広く明ࡿい空間を創出ࡋたࠋ


